
水質改善を目指して水を抜いたため、底の土がひび割れを見せる魚躍沼
ぎょやくしょう

（玄宮園）
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OWL（ふくろう）は知恵の神、職人の神、森
の神－森の木々の美しい木目を生かした、
モダンクラフトの作品を提案します。ふ
くろう、不苦労、福朗、福老…きっと何
かが発見できます。 代表者　藤居正康

東南アジアエスニック雑貨、アクセサリ
ー、ビーズなど、サマサマには珍しくて
楽しい物がイッパイ！です。

代表者　小山伸栄

「地球にやさしい商品」がテーマです。目
玉はよもぎ入りの鮮度保持袋と健康シー
ツ。衣類保存カバー、ハンドケア用手袋、
農業用マルチシートもあります。

代表者　花本憲明

特別な日に
上質なきら
めきを放つ
アートガラ
ス。あなた

のオリジナルデザインで世界でたったひ
とつの贈り物をお届けします。

代表者　上田恵子

パッチワーク用カットクロス、材料キッ
ト、手作り品など、布の持つあたたかさ
を提供いたします。

代表者　片岡公子

パソコン初心者から上
級者まで、新品・中古パソコンを用意し
て皆様のご来店をお待ちしております。
購入後のアフターフォローも万全！　

代表者　細川健司

パイン材を使った
暖かみのある家具・
小物を製作、販売して

います。カントリー家具のある生活をお
楽しみください。

代表者　北山ひとみ

世界でただ一つしかない花をあなただけ
にお届けいたします。また、占い鑑定も
いたします。

代表者　宮地正子

市
で
は
、
平
成
11
年
１
月
に
「
彦
根
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
ま
ち
の
「
顔
」
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
彦
根
商
工
会
議
所
を
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（「
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
関
」

の
頭
文
字
で
、
ま
ち
の
運
営
を
幅
広
く
調
整
し
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
主
体
的
に
取
り
組
む
機
関
）
に

認
定
し
、
市
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
な
が

ら
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
の
一
つ
と
し

て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
商
店
街
の
新
し
い
賑に

ぎ

わ
い
を
創つ

く

り
、

ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
こ
う
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
旺
盛
な
下
記
８
人
の
皆
さ
ん
が
銀
座
商
店

街
に
あ
る
コ
ジ
マ
ビ
ル
に
出
店
し
ま
す
。

出
店
期
間
は
最
長
６
か
月
間
で
す
が
、
次
代

を
担
う
新
規
創
業
者
の
育
成
と
商
店
街
の
活
性

化
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協

議
会
（
彦
根
商
工
会
議
所
内
）
☎
◯　22　
４
５
５
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
２
７
３
０
番

「Ponte Le Vanga（ポンテ・ル・バンガ）」の名称は、新規事業の掘り起こし（イタリア語でバンガ）と活性化への

橋渡し（同ポンテ）の
　

願いを込めた造語で、「がんばる店舗（逆から読むとこうなります）」を表しています。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

●平和堂銀座店

　滋賀銀行
●彦根支店

●商工会議所　●
郵便局

●NTT

●市役所

夢
京
橋

キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

京
町

銀
座
町

芹川

チャレ
ンジシ

ョップ

3月15日オ
ープン

！

位置図

松宮麻
あさ

美
み

さん
（東中学校２年）
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﹃
わ
た
し
と
人
権
﹄

特
選
作
品
紹
介

第3回 

そ
う
思
っ
た
と
き
、
ぼ
く
は
ふ
と

数
日
前
の
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
し

た
。「
日
本
人
の
く
せ
に
」「
中
国
人

の
く
せ
に
」
と
言
い
合
っ
た
二
人
の

男
の
人
。
日
本
人
も
中
国
人
も
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
お
た
が
い
の
国
の
こ

と
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け
て
い
い
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
人
た
ち
は

人
権
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
、
自
分
自
身
も
ふ
り
か
え

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
あ
の

外
国
人
…
」
な
ど
と
思
わ
ず
つ
ぶ
や

い
た
自
分
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
日
本
の
人
の
味
方
を
し
て
い
た
の

で
す
。
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
「
外

国
の
人
の
ほ
う
が
悪
い
」
と
き
め
つ

け
て
し
ま
う
こ
わ
さ
を
感
じ
ま
し

た
。お

た
が
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
み

ん
な
が
仲
よ
く
で
き
る
社
会
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

選
　
評

作
者
は
外
国
人
の
親
子
に
出
会
い
、

「
○
○
人
の
く
せ
に
」
と
言
い
合
っ
た

人
々
の
誤
り
や
、
自
分
自
身
の
外
国
人

に
対
す
る
偏
見
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
に
あ
る

誤
り
に
気
づ
き
、
自
分
自
身
の
人
権
感

覚
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
う

か
が
え
る
、
よ
い
文
章
で
す
。
こ
の
よ

う
な
姿
勢
は
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く

り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

わ
ら
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
ぼ
く
に
小
声
で
、

「
早
く
帰
ろ
う
。」

と
言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は
車
の
中
へ

急
い
で
逃
げ
る
よ
う
に
入
り
こ
み
、

家
へ
急
ぎ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
車
の
中

で
、「
あ
の
外
国
人
は
い
っ
た
い
何

を
言
っ
て
る
ん
だ
」
と
つ
ぶ
や
い
て

い
ま
し
た
。
楽
し
い
気
持
ち
な
ん
か

ふ
き
と
ん
で
、
何
だ
か
車
の
中
が
暗

く
重
い
ふ
ん
い
き
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
ダ
イ
エ
ー
に

買
い
物
に
行
っ
た
ぼ
く
は
、
軽
食
コ

ー
ナ
ー
で
外
国
人
の
親
子
を
見
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど

も
が
三
人
の
家
族
で
す
。
親
子
で
何

か
を
話
し
な
が
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
を
買

っ
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
も
親
た
ち
も
と
て
も
楽
し
そ
う
で

幸
せ
そ
う
で
す
。
何
げ
な
い
こ
の
様

子
が
、
ぼ
く
は
見
て
い
て
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
も
よ
く
家
族
と

外
で
買
い
物
を
し
ま
す
が
、
そ
の
様

子
と
何
も
ち
が
い
ま
せ
ん
。

ぼ
く
が
お
母
さ
ん
と
レ
ン
タ
ル
ビ

デ
オ
店
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

ビ
デ
オ
を
借
り
て
、
早
く
帰
ろ
う
と

楽
し
い
気
分
に
ひ
た
っ
て
駐
車
場
に

向
か
っ
て
い
た
と
き
で
す
。と
つ
然
、

ガ
シ
ャ
ン
と
大
き
な
音
が
し
ま
し

た
。
目
の
前
で
、
バ
ッ
ク
し
た
車
と

通
路
を
走
っ
て
き
た
車
が
激
突
し
た

の
で
す
。

び
っ
く
り
し
て
、
そ
の
場
に
居
す

く
ま
っ
て
い
る
と
、
車
か
ら
一
人
の

男
の
人
が
い
き
な
り
降
り
て
、

「
こ
っ
ち
が
出
る
の
に
何
で
走
っ
て

く
る
ん
だ
。
ま
っ
た
く
日
本
人
が
何

し
や
が
る
。」

メ
ガ
ネ
を
か
け
た
人
が
す
ご
い
顔
で

ど
な
り
ま
し
た
。
発
音
か
ら
し
て
中

国
の
人
の
よ
う
で
し
た
。
す
る
と
、

も
う
一
台
の
ほ
う
か
ら
も
男
の
人
が

出
て
き
て
ど
な
り
返
し
ま
し
た
。

「
そ
っ
ち
こ
そ
、
ど
こ
に
目
を
つ
け

て
る
ん
だ
。
中
国
人
の
く
せ
に
。」

二
人
の
男
の
人
は
、
言
い
合
い
な

が
ら
、に
ら
み
合
い
を
続
け
ま
し
た
。

そ
の
ま
わ
り
に
は
、人
々
が
集
ま
り
、

み
ん
な
「
い
や
だ
な
あ
」
と
い
う
よ

う
な
顔
つ
き
を
し
て
、
じ
っ
と
見
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
、「
プ
ッ
」
と

あ
る
出
来
事
か
ら

学
ん
だ
こ
と

ぼ
く
は
最
近
、
い
ろ
ん
な
所
で
外

国
の
人
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ど
こ
の
国
の
人
た
ち
だ
ろ
う
。

見
ず
知
ら
ず
の
国
で
生
活
す
る
っ
て

こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
、
ぼ
く
は
衝
撃
的

な
出
来
事
に
会
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、

ぼ
く
自
身
、﹃
人
権
﹄
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
で
す
。 泉

いずみ

山
やま

英
ひで

和
かず

さん
（若葉小学校６年）
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第８回 首都ブラジリア

彦根の皆さん、こんにちは！
３月になり少しずつ暖かくなってきました。今からお花
見の季節がとても楽しみです。
寒い冬の間にも、皆さんからいろいろ教えてもらって、
いい思い出がたくさん増えました。彦根の冬の楽しさ、美
しさはすばらしいですね。彦根に来て、もう少しで１年が
経ちます。この１年間で、彦根は私にとって、本当に住み
たい、住み続けたいと思えるまちになりました。
さて、今月は卒業式、新しい旅立ちの季節ですね。彦根
市の小・中学校には、日本の文化や言葉に完全に慣れてい
ない、外国から来た子どもたちがたくさんいます。また、
日本語や日本の文化を学ぶために来日している留学生や、
仕事をしながら勉強する研修生などもいて、彦根には約
1,600人の外国人が生活をしているのです。その人たちに
は、言葉の壁や教育制度、友達との付き合い方の違いなど、
日本についてまだ分からないことがたくさんあるはずで
す。そんな人たちと交流することは、自分たちと違った文
化に出会い、友情の楽しさ・豊かさを感じるすばらしい体
験をもたらしてくれるでしょう。偏見や差別など、心の狭
い寂しいことがなくなるように協力したら、この彦根、そ
して世界は、もっとすばらしいところになると思います。

◆私のふるさと

さて、今回は私が育ったブラジルの首都ブラジリアを詳
しく紹介したいと思います。
ブラジリアは、ほとんど人の住まない土地に、全く新し
く建設された都市で、ユネスコの世界遺産にも指定されて
います。また、極めて高い生活水準や、住む人の一人当た
りの所得が高いことでも有名なまちです。

日本では、首都機能を移転しようとする話があると聞い
たことがあります。これと似たような話が、前の世紀（20
世紀のことですよ！）に、ブラジルであったのです。ブ
ラジリアが建設される前のブラジルの首都は、海岸沿いの
都市リオ・デ・ジャネイロでした。けれども、戦争のとき
に防御しにくいとか、国の発展のためには内陸部の首都の
ほうが都合がいいという意見があって、ブラジルのちょう
ど真ん中にある四角い土地に首都を移し、ゼロから新しい
都市を建設しようということになったのです。

◆おばあちゃん、おじいちゃんがいない！

その結果、1960年に首都が移りました。来月の21日に
ブラジリアは42歳の誕生日を迎えます。私は1981年、5
歳の時に家族とサン・パウロからブラジリアに引っ越しま
した。父親は自分の農場を始めるため、母親はできてまだ
間もないブラジリア国立大学で日本語講座を開くためで
す。サン・パウロでは親戚がいましたが、ブラジリアでは
知り合いや親戚もいなかったので、開拓者のような気持ち
でいたように覚えています。ブラジリアに引っ越してきた
人たちも同じような気持ちを持っていたでしょう。学校で
は、ブラジリアで生まれた子どもはとても少なく、10分の
１以下でした。ほとんどの子どもたちは、私と同じように
ブラジリアに親戚がいませんでした。ブラジリアは、おば
あちゃんとおじいちゃんがいないまちともいわれていまし
た。新しいまちの歴史が、始まったところだったのです。
ブラジリアは、いろいろな特徴を持ったまちです。まち
を空から見ると、大きな十字や飛行機の形に見えること、
二つの季節（雨季と乾季）を持ち、乾季対策のための人工
の湖パラノア湖があること。さらに、都市計画を大事にす
る未来的なまちで、公立学校の教育水準も高く、子どもを
育てるのにブラジルで一番適したまちといわれていること
もその一つかもしれません。

◆論理的で、人工的

さまざまな機能によって区画が分けられていることも大
きな特徴です。居住区（マンションや家しかありません）、
ホテル区、商業区、銀行区、国家機関が立ち並ぶ区域、自
治体政府の区域、ショッピング・センター、学校、教会の
区域などが、整然と並んでいます。住所の表示も非常に分

かりやすく、論理的な考え方をしたら、ブラジリア
で道に迷うことはありません。いかにも人工的な都
市という感じで、面白いところですよ。
治安もよく、観光地や遊びに行く所がたくさんあ
ります。近くには自然に恵まれた国立公園や、いろ
いろな大きさや種類の水晶がある町もあります。ブ
ラジルを訪ねる機会があったら、ぜひ遊びに行くこ
とをおすすめします。

（「ポルトガル語・最初の一歩」はお休みします。）

Tchau
チャウ

、até
アテ

o
オ

mês
メス

que
ケ

vem
ベン

! （さよなら、また
来月）

（彦根市国際交流員　上
じょう

甲
こう

イウカ）

ブラジリア（市の中心に立つテレビ塔の展望台から）
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る
６
月
以
降
で
な
い
と
確
定
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

４
月
・
６
月
・
８
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
引
き

去
る
保
険
料
額
は
、
仮
の
保
険
料
額
と
し
て
、
原
則

と
し
て
平
成
14
年
２
月
に
引
き
去
り
し
た
保
険
料
額

と
同
じ
額
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
仮
徴

収
と
い
い
ま
す
。

保
険
料
額
が
確
定
し
た
ら

そ
の
後
、
確
定
し
た
平
成
13
年
の
所
得
状
況
を
も

と
に
決
定
し
た
平
成
14
年
度
の
介
護
保
険
料
額
か

ら
、
４
月
・
６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
し
た
合
計
額
を

差
し
引
い
た
残
額
を
、
10
月
・
12
月
・
２
月
に
分
け

て
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
額
を
決
め
る
し
く
み
は
毎
年
同
じ
で

す
の
で
、
来
年
度
以
降
も
、
４
月
〜
８
月
に
つ
い
て

は
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
14
年
度
の
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料

額
は
、
下
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
☎
◯　22　
１
４

１
１
番
内
線
１
４
２
番

特
別
徴
収
と
は
？

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
人
）

の
う
ち
、
年
間
18
万
円
以
上
の
老
齢
・
退
職
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
の
保
険
料
は
、
２
か
月
ご
と
に
支

給
さ
れ
る
年
金
か
ら
引
き
去
ら
れ
て
い
ま
す
。（
一

部
、
例
外
も
あ
り
ま
す
。）
こ
の
年
金
か
ら
の
引
き

去
り
に
よ
る
保
険
料
の
徴
収
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま

す
。こ

れ
ら
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
の
、
平

成
14
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

半
年
間
、
仮
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

介
護
保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
本
人
お
よ
び
同
一

世
帯
員
の
前
年
の
所
得
状
況
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

４
月
以
降
に
徴
収
す
る
介
護
保
険
料
（
平
成
14
年
度

の
保
険
料
）
は
、
平
成
13
年
の
所
得
状
況
が
確
定
す

※
年
の
途
中
で
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
を
得
た
り
失
っ
た
り
し
た
場

合
は
、
月
割
で
計
算
す
る
た
め
、

こ
の
表
の
金
額
と
は
異
な
り
ま
す
。 

所 得 段 階 

住民税非課税世帯で、老齢福祉年金受給者 
生活保護の被保護者 
 
被保険者の世帯全員が住民税非課税 
 
被保険者本人が住民税非課税 

被保険者の年間合計所得 
金額が250万円未満 
被保険者の年間合計所得 
金額が250万円以上 

保 険 料 率 

 
基準額×０.５ 
 
基準額×０.７５ 
 
基準額 
 
基準額×１.２５ 
 
基準額×１.５ 

　 
 
第１段階 
 
第２段階 
 
第３段階 
 
第４段階 
 
第５段階 

年間保険料額 

 
１５,５５２円 

 
２３,３２８円 

 
３１,１０４円 

 
３８,８８０円 

 
４６,６５６円 

被保険者本人が 
住民税課税 

平成14年度の所得段階別介護保険料額

平成12年３月に策定した「彦根市老人保
健福祉計画・介護保険事業計画」の進行管
理や、次期計画を策定するための協議会を
開きます。
会議は公開で行われます。より充実した
計画とするためにも、多くの皆さんの傍聴、
ご意見をお待ちしています。
日　時 ３月20日㈬ 18：30～

場　所 彦根市障害者センター（平田町・福
祉保健センターの西隣）

議　題 オンブズパーソン制度
介護保険等の現状
計画の見直し作業　　など

問い合わせ先 介護福祉課（平田町・福祉
保健センター２階）☎23-9660、FAX26-
1768、E-mail：kaigo@mx.biwa.ne.jp

　　第３回

高齢者

保健福祉

　協議会
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▼左から皆
みな

吉
よし

良
かず

宇
たか

さん（チューバ）、安居さん（チューバ）、川口

敦
あつし

さん（ユーフォニウム）、高橋陽子さん（ユーフォニウム）

熱
演
す
る
４
人

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
に
と
っ
て
、
音
響
の
し
っ
か
り

し
た
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
機
会
は
少
な
い
の
で
、
ひ
こ

ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の
「
プ
ラ
ザ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
あ
り
が
た
い
企
画
で
す
。

２
月
24
日
、
エ
コ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
シ

ッ
ク
部
門
に
は
、
10
組
・
約
60
人
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
演
奏
や
声
楽
の
独
唱
、
合
唱
な

ど
に
混
じ
っ
て
、
チ
ュ
ー
バ
２
本
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム

２
本
で
の
合
奏
と
、
私
の
独
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
金

管
楽
器
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
演
奏
さ
れ
た
の
は
初
め

て
だ
そ
う
で
す
。
入
場
無
料
の
た
め
か
、
２
５
０
人
以

上
も
聴
衆
が
集
ま
り
、
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
大
学
の
音
楽
学
部
で
チ
ュ
ー
バ
を
専
攻
し
て
い

ま
す
。
知
人
か
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
聞
き
、

メ
ン
バ
ー
が
舞
台
度
胸
を
つ
け
る
い
い
経
験
に
な
る
と

思
っ
て
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、

高
校
の
吹
奏
楽
部
や
大
学
で
い
っ
し
ょ
に
楽
器
を
演
奏

し
た
仲
間
で
す
。
現
役
の
高
校
生
も
い
て
、
平
均
年
齢

19
歳
は
、
こ
の
日
の
最
年
少
で
し
た
。
新
鮮
さ
で
目
立

つ
こ
と
に
成
功
し
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

こ
の
日
演
奏
し
た
人
の
中
に
は
、
す
で
に
セ
ミ
プ
ロ

の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
無
料
で
、
３

時
間
以
上
も
聴
け
た
と
あ
っ
て
、
ご
来
場
の
皆
さ
ん
も

満
足
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹁
プ
ラ
ザ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
初
め
て
金
管
楽
器
を
演
奏
し
ま
し
た
﹂

バ
リ
ト
ン
・
チ
ュ
ー
バ
ク
ヮ
ル
テ
ッ
トüberw

iegen

ユ

ー

バ

ー

ヴ

ィ

ー

ゲ

ン

安
居
良り

ょ
う

子こ

さ
ん
（
新
海
町
）

２
月
18
日
、
市
内
で
３
か
所
目
の
宅た

く

老ろ
う

所し
ょ

「
栄
町
ハ
ウ

ス
　
た
ち
ば
な
」
の
開
所
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

設
立
の
準
備
か
ら
携
わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
と
り
あ
え

ず
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
月
曜
日
の
「
た

ま
り
場
」
と
水
曜
日
の
宅
老
の
、
週
に
２
日
ず
つ
活
動
し

て
い
く
予
定
で
す
。

私
は
長
い
間
勤
め
に
出
て
い
た
の
で
す
が
、
退
職
し
た

後
で
地
域
と
の
繋
が
り
が
薄
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

な
ん
と
か
地
域
に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
貢
献
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

に
、
こ
の
宅
老
所
の
開
設
の
話
を
聞
い
て
、
手
伝
わ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
来
ら
れ
た
お
年
寄
り
の
食
事
を

用
意
し
た
り
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
と
い
っ
た

こ
と
を
し
ま
す
。
今
は
で
き
る
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
け
ど
、
い
つ
か
は
私
も
だ
れ
か
の
世
話
に
な
る
。

そ
ん
な
思
い
で
し
て
い
る
の
で
、
特
別
な
こ
と
を
し
て
い

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
設
の
準
備
を
し
て
い
る
と
き
に
は
７
、
８
人
の
集
ま

り
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
き
て
、
今
で
は
20
人

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
人
た
ち
が
、
自
分
に
合
っ
た
活
動
の
場
を
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

﹁
今
で
き
る
こ
と
を
、
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
﹂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
た
ち
ば
な
」

福
井
嘉よ

し

子こ

さ
ん
（
西
今
町
）

福井さん

▼ゲームをしたり、おしゃべりを
したりの楽しいひととき

▲
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取
扱
金
融
機
関

次
の
金
融
機
関
の
、
各
本
・
支
店
（
市

外
の
店
舗
を
含
む
）
で
取
り
扱
い
ま
す
。

▼
滋
賀
銀
行

▼
あ
さ
ひ
銀
行

▼
彦
根
信
用
金
庫

▼
び
わ
こ
銀
行

▼
近
畿
大
阪
銀
行

▼
近
畿
労
働
金
庫

▼
大
垣
共
立
銀
行

▼
滋
賀
県
信
用
組
合

▼
滋
賀
県
民
信
用
組
合

▼
信
用
組
合
関
西
興
銀

▼
商
工
組
合
中
央
金
庫

▼
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

▼
郵
便
局

申
し
込
み
の
手
続
き

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る
取
扱
金

融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
、「
彦
根
市

市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」（
用
紙
は
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
担
当
課
お
よ
び

出
納

室
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
）
に
預
金
通
帳
と
通
帳
使
用
印
鑑

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
で
き
る
税
目
な
ど

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
県
民

税
（
普
通
徴
収
）、
国
民
健
康
保
険
料
、
介

護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）、
市
営
住
宅
家
賃
、

上
・
下
水
道
料
金
、
し
尿
処
理
手
数
料
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
、
農
村

下
水
道
使
用
料
、
彦
根
市
有
線
放
送
電
話

負
担
金
、
保
育
料
、
留
守
家
庭
児
童
会
利

用
料振

替
日

各
納
期
月
の
最
終
日
に
振
り
替
え
ま
す
。

「平日の昼間には、金融機関に行く時間がない」、「つい

つい納期限を忘れてしまう」−そんなあなたに、口座振替

制度の利用をおすすめします。

口座振替なら、納期ごとに窓口へ出向いていただく必要

も、納め忘れの心配もなく、安心です。一度手続きをされ

ますと、翌年以降も継続して自動振替されます。

市税等納期一覧  

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  

市 県 民 税  

国民健康保険料  

介 護 保 険 料  

市 営 住 宅 家 賃  

上・下水道料金  

し尿処理手数料  

下 水 道  
受益者負担金・分担金 

農村下水道使用料 

彦根市有線放送電話負担金 

保 育 料  

留守家庭児童会利用料 

4月 科　目 
納 付 月  5月 

全期 

1 期 

1 期 

1 期 

1 期 

2期 3期 4期 5期 

5期 

3期 

6期 

3期 

7期 8期 

4期 

4期 

9期 

9期 

（1 年目） 
（2年目） 
（3年目） 

2期 
6期 
10期 

3期 
7期 
11期 

4期 
8期 
12期 

10期 

1 期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 

2期 

2期 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

毎 月 納 期 　（納付書は４月に発送） 

隔 月 納 期 　（納付書は隔月発送） 

偶数月納期 （納付書は偶数月発送） 

毎 月 納 期  

問い合わせ先

税
務
課
　
　
　
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
０
３
番

保
険
年
金
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
１
４
１
番

建
築
住
宅
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
１
０
９
番

水
道
部
業
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
同
２
７
０
番

生
活
環
境
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
１
３
０
番

下
水
道
部
管
理
課
　
　
　
　
　
　
　
同
５
６
０
番

農
政
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
３
１
６
番

児
童
家
庭
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
５
４
０
番

有
線
放
送
　
　
　
　
　
　
　
☎
◯　43　
２
２
２
７
番

納付者 

金融機関 
郵 便 局 

市役所 

預貯金から支払い

申し込み 領収通知書

を郵送

日本赤十字社彦根市地区事務局
（ 出納室内）☎22-1411（内線147）

人道・博愛・奉仕の精神にのっとり、「世界の平和と人
類の福祉増進」のため、平成13年５月から実施した日本赤
十字社の社資募集には、皆様の温かいご支援、ご協力をい
ただき、ありがとうございました。

平成13年度の実績額（平成14年２月22日現在）
◆法　人　　　　　 ３,０８５,０００円
◆個人・自治会　　 ７,５９７,２６８円
◆奉仕団　　　　　　 ５４７,０００円
合　計　　　　１１,２２９,２６８円

ご協力いただきました社資は、すべて日本赤十字社滋賀
県支部に送金いたしました。その社資は、日本赤十字社の
災害救助活動や地域の医療推進、国際救助活動などの事業
に活用されます。
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※いずれも無料です。 

行 事 名  日 時  場 所  内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等  

楽しいおはなしの  
つ ど い  

４月６日㈯ 
14：10～ 

内　容：大　型　絵　本…そらいろのたね 
　　　　パネルシアター…おかえし 
出　演：ひこね児童図書研究グループ 市 立 図 書 館  

☎22-0649
絵 本 を た の し む  
つ ど い  

４月13日㈯
14：10～ 

内　容：ブックトーク…本の紹介をしながら絵本を読みます 
出　演：ひこね児童図書研究グループ 

河瀬高校吹奏楽部  
第7回 定期演奏会  

3月24日㈰ 
14：00～ 

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ  
エ コ ー ホ ー ル  

ゲスト：メゾソプラノ　小川三千代さん 
県立河瀬高校吹奏楽部☎25-2200

ミシガン州
立大学連合
日本センター 
公 開 講 座  

第37回 3月20日㈬ 
14：30～16：00

テーマ：今日の水問題 
講　師：ＪＣＭＵ客員教授　フランク・ディートリー博士 
　　　※使用言語は英語です 
定　員：60人（先着順） 

第38回 3月25日㈪ 
14：30～16：00

テーマ：ナチュラル（自然）な英語を話すコツ 
講　師：ＪＣＭＵ英語プログラム教官　フレイヤ・カトカウスキーさん 
　　　※使用言語は英語です 
定　員：60人（先着順） 

ミシガン州立大学連合  
日本センター（ＪＣＭＵ） 

☎26-3400

自 然 の 布 館 よ り ー な  
（河原二丁目）

内　容：「琵琶」の音色と「琵琶の語り芸」の鑑賞会 
講　師：筑前琵琶彦根旭城会　三代目　堀川旭城（ほりかわ　きょくじょう）さん 
定　員：50人（先着順。あらかじめ電話でお申し込みください） 
自然の布館よりーな☎23-2035

3月25日㈪
13：30～ 

五弦の響き 
「琵琶」の音色鑑賞会 

び わ

【3月・4月の行事】 
行　　　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 

3月29日㈮～4月1日㈪ 
3月29日㈮～4月2日㈫ 

4月14日㈰ 
4月19日㈮～22日㈪ 

4月21日㈰
4月21日㈰ 

4月23日㈫～29日㈷ 
4月23日㈫～29日㈷ 
4月27日㈯～29日㈷ 

10：00～18：00 
10：00～17：00 
　9：00～17：00 

9：30～16：30（22日は13：00まで） 
15：00～16：00 
10：00～15：00 

9：30～16：30（29日は16：00まで） 
9：30～16：30（29日は16：00まで） 
9：00～16：30（29日は15：30まで） 

銀座平和堂４階ふれあい広場

ひこね市文化プラザ　メッセホール

市 民 ギ ャ ラ リ ー

市 民 ギ ャ ラ リ ー

ひ こ ね 市 文 化 プ ラ ザ

清 凉 寺 （せいりょうじ）

市 民 ギ ャ ラ リ ー

市 民 ギ ャ ラ リ ー

市 民 ギ ャ ラ リ ー

山 本 ア ト リ エ 作 品 展  
第３６回 こ ど も 造 形 展  
翠 香 流 （ す い こ う り ゅ う ） い け 花 展  
第 ９ 回　 四 季 彩 会（しきさいかい）洋 画 展  
ロビーコンサート「そよ風のおくりもの」 
佛 桑 花 （ ぶ っ そ う げ ）の 会 　 茶 　 会  
第３１回 彦 根 写 真 連 盟 展  
第３３回 彦 根 洋 画 協 会 展  
湖 東 盆 栽 会 　 春 の 盆 栽 展  

龍り
ょ
う

潭た
ん

寺じ

方ほ
う

丈じ
ょ
う

襖ふ
す
ま

絵え

︵
江
戸
時
代
︶

所
在
地
　
古
沢
町

龍
潭
寺
方
丈
の
襖
絵
は
56
枚
に
も
及
び
、
表
裏
に
は
農
耕
図
、

牡ぼ

丹た
ん

唐か
ら

獅じ

子し

図
、
竜り

ゅ
う

虎こ

図
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

作
者
は
、
俳
人
松
尾
芭ば

蕉し
ょ
う

の
弟
子
と
し
て
高
名
な
森
川
許き

ょ

六り
く

で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
六
は
明
暦
２
年
（
１
６
５
６
）、

彦
根
藩
士
の
子
と
し
て
城
下
に
生
ま
れ
、
俳
句
の
み
な
ら
ず
、

絵
を
狩か

野の
う

派
の
永な

が

野の

安や
す

信の
ぶ

に
学
ぶ
な
ど
諸
芸
に
通
じ
た
多
才
の

人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
画
は
、
昭
和
48
年
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

歴史の証人たち

龍潭寺方丈襖絵のうち、牡丹唐獅子図
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児
童
扶
養
手
当

母
子
家
庭
等
の

お
子
さ
ん
の
た
め
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
児

童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
い
い
ま
す
）

を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
母
親

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

①
両
親
が
離
婚
後
、
父
親
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
親
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
親
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

④
父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
⑤
父
親
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

⑥
父
親
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産

し
た
児
童

⑧
両
親
と
も
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

(

た
だ
し
、
他
の
公
的
年
金
を
受

給
で
き
る
場
合
、
児
童
福
祉
施
設

等
に
入
所
の
場
合
、
児
童
が
父
親

に
支
給
さ
れ
て
い
る
公
的
年
金
の

額
の
加
算
対
象
に
な
っ
て
い
る
場

合
は
除
き
ま
す
。)

※
な
お
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

ら
５
年
を
経
過
す
る
と
、
請
求
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
を
持
つ

お
子
さ
ん
の
た
め
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
重
度
ま
た
は
中
度
以
上
の
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
を
家
庭
で
養
育
監
護

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

(

た
だ
し
、
児
童
が
他
の
公
的
年

金
を
受
給
で
き
る
場
合
、
児
童
福

祉
施
設
等
に
入
所
の
場
合
は
除
き

ま
す
。)

い
ず
れ
の
制
度
に
も
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
は
、

児
童
家
庭
課
☎
◯　 23　

９
５
９
０
番
へ
。

今
年
も
、
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
農

地
等
の
利
用
と
生
産
調
整
計
画
な
ど
の
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
の
許
可
申
請
な

ど
の
審
査
や
、
農
業
行
政
関
係
の
１
年
間

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
農
地
を

所
有
ま
た
は
耕
作
し
て
い
る
人
は
、
４
月

５
日
㈮
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
３
４
０
番
、

農
政
課
☎
同
内
線
３
１
７
番

市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
人
に
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
の
一
部
助
成

券
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
の
要
介
護
１
〜
要
介
護

５
の
人
で
、
在
宅
で
常
時
お
む
つ
を
必
要
と

す
る
人
に
は
、
衛
生
材
料
費
（
お
む
つ
・
お

む
つ
カ
バ
ー
）
の
一
部
助
成
券
を
交
付
し
ま

す
。希

望
す
る
人
は
、
認
め
印
を
持
っ
て
、
お

近
く
の
受
付
会
場
（
左
の
表
の
と
お
り
）
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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湖東地域１市４町（彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町・
米原町）では、昨年７月に「湖東地域市町合併研究会」を
設置し、これまで10回にわたり市町合併について研究、
協議を続けてきました。研究会による調査・分析について
は、「広報ひこね」紙上でもお知らせしてきたところです。
こうした資料を素材にして、地域の住民の皆さん自身に

「こんなまちになれば」、「こんなまちにしたい」といった
議論を深めていただくため、右のとおりシンポジウムを開
きます。どうぞご参加ください。

日　時 ３月17日㈰ 13：30～16：00
場　所 ビバシティホール（ビバシティ彦根２階）
テーマ みんなで描こう湖東の将

これ

来
から

内 容
○湖東地域市町合併研究会報告
○基調講演「地方分権と市町合併」
講師 同志社大学助教授　市川喜

よし

崇
たか

さん
○パネルディスカッション「湖東のこれから」
コーディネーター　市川喜崇さん
パネリスト　各市町の住民の皆さん（予定）

問い合わせ先 市町合併推進室
☎22-1411（内線476）、FAX22-1398

湖東地域 
市町合併シンポジウム 

火葬場「紫
し

雲
うん

苑
えん

」では、４月から次のと
おり休業日（火葬業務を行わない日）を変
更します。
休業日 ○毎月第１日曜日、第３日曜日

○１月１日、同３日、12月29日

※
　

ただし、休業日でも受付（予約）業務は
平常どおり行います。
問い合わせ先 彦根犬上広域行政組合

「紫雲苑」☎48-1318

毎月

第１・３日曜日など

休業します

紫雲苑

ど
ん
な
制
度
で
し
ょ
う
？

市
内
に
在
住
の
小
・
中
学

生
の
お
ら
れ
る
家
庭
で
、

「
所
得
」
が
一
定
の

基
準
ま
で
の
保
護

者
に
、
児
童
・
生
徒

の
就
学
に
必
要
な
給
食

費
、
学
用
品
費
な
ど
の
一
部
を
支
給
し
、
安
心
し
て
就

学
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者

⑴
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受
け
て
い
る
人

⑵
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

⑶
生
活
保
護
費
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
人

⑷
平
成
13
年
分
の
収
入
が
、
市
の
定
め
る
基
準
以
下
の

世
帯
の
人

⑸
そ
の
他

教
育
委
員
会
が
就
学
援
助
を
必
要
と
認
め

る
人

給
付
内
容

学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
新
入
学
学
用

品
費
、
通
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

手
続
き
方
法

所
定
の
申
請
書
（
各
小
・
中
学
校
お
よ

び

教
育
委
員
会
事
務
局
（
市
民
会
館
２
階
）
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
14
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
が
彦
根
市
以
外
で

あ
っ
た
人
は
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
源
泉
徴
収

票
な
ど
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
た
だ

し
、
援
助
は
受
付
日
以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
◯　24　
７

９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番
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彦
根
城
博
物
館
の
講
座

﹁
古
文
書
の
み
か
た
﹂

　
　
　
　
　
　
︵
初
　
級
︶

募　集
エ
コ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

〈
趣
旨
〉市
内
で
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
る
ひ
こ

ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
『
夢
畑
』
や
、
銀
座
町
に

店
舗
を
開
い
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
拠
点
に
、
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

わ
る
実
践
お
よ
び
情
報
の
収
集
や
発
信
な
ど
の

企
画
運
営
に
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
〈
応
募
資
格
〉環
境

保
全
や
資
源
の
有
効
活
用
に
関
心
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
積
極
的
に
活
動

に
携
わ
れ
る
こ
と
〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

月
・
木
曜
日
を
除
く
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
＝
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
◯　26　
４
８
１

０
番
、
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
＝

生
活
環

境
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
２
９
番

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

春
学
期
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
コ
ー
ス
名
、
期
間
お
よ
び
受
講
料
〉▽
英
語
集

中
コ
ー
ス
＝
４
月
17
日
㈬
〜
７
月
９
日
㈫
（
月

〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
10
分
）
29

万
円
　
▽
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
＝
４
月
17
日
㈬

〜
７
月
９
日
㈫
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

正
午
）
15
万
円
　
▽
ス
キ
ル
・
テ
ー
マ
（
能
力
・

分
野
）
別
コ
ー
ス
（
ア
メ
リ
カ
・
オ
ン
・
ビ
デ

オ
〈
火
曜
日
午
後
１
時
10
分
〜
同
３
時
10
分
〉、

マ
ル
チ
ス
キ
ル
〈
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
〉、

読
む
・
書
く
〈
水
曜
日
午
後
１
時
10
分
〜
同
３

時
10
分
〉、
話
す
・
聞
く
〈
月
・
木
曜
日
午
後
１

時
10
分
〜
同
３
時
10
分
〉）
＝
４
月
17
日
㈬
〜

７
月
９
日
㈫

１
時
間
当
た
り
２
、０
０
０
円

程
度
▽
夜
間
コ
ー
ス
＝
４
月
18
日
㈭
〜
７
月

８
日
㈪
（
月
・
木
曜
日
の
午
後
７
時
〜
同
８
時

30
分
、
全
22
回
）
６
８
、２
０
０
円
〈
場
所
〉

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
（
松
原

町
）〈
申
込
期
限
〉４
月
３
日
㈬

〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉同
セ
ン
タ
ー
☎
◯　26　
３
４
０
０
番

赤
十
字
県
民
大
学

〈
日
時
〉４
月
18
日
㈭
〜
平
成
15
年
３
月
13
日
㈭

（
毎
月
第
３
木
曜
日
、
５
月
は
第
３
金
曜
日
、

８
月
と
10
月
は
第
４
木
曜
日
、
11
月
と
３
月
は

第
２
木
曜
日
、
１
月
と
２
月
は
休
講
＝
全
10
回
）

の
午
後
２
時
〜
同
４
時
〈
場
所
〉
県
立
文
化

産
業
交
流
会
館
（
米
原
町
）
〈
内
容
〉在
宅
介
護

ケ
ア
の
要
領
、
成
人
病
に
関
す
る
講
座
な
ど
　

〈
対
象
〉20
歳
以
上
の
人
（
昨
年
度
の
受
講
者
は

除
く
）
〈
定
員
〉１
２
０
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
〈
受
講
料
〉無
料
〈
申
込
期
限
〉

３
月
25
日
㈪

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
長
浜
赤
十
字
病
院
総
務
課
（
〒
５

２
６-

８
５
８
５
）
☎
０
７
４
９
◯63
２
１
１
１
番

内
線
３
３
５
０
番
へ

開
催
日
時

４
月
20
日
㈯
・
５
月
25

日
㈯
・
６
月
15
日
㈯
・
７
月
６
日

㈯
・
同
27
日
㈯
・
８
月
17
日
㈯
・

同
31
日
㈯
・
９
月
14
日
㈯
・
10
月

５
日
㈯
・
同
19
日
㈯
（
全
10
回
）

の
午
後
２
時
〜

場
　
　
所

彦
根
城
博
物
館
講
堂

定
　
　
員

80
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
た
だ
し
、
初
め
て

の
受
講
者
を
優
先
し
ま
す
。）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
往
信
の
裏

に
「﹃
古
文
書
の
み
か
た
﹄
受
講

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
も
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
彦
根
城
博
物
館
「
古

文
書
の
み
か
た
」
係
（
〒
５
２
２-

０
０
６
１
　
金
亀
町
１-

１
）
へ
。

申
込
期
限

３
月
31
日
㈰
（
消
印
有

効
）

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
城
博
物
館
史

料
室
☎
◯　22　
６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　22　
６
５
２
０
番

輝く笑顔、募集します。

（観光PR使節）

彦根が大好きで、観光ＰＲ使節として活躍していただく、明る
く活力に満ちた人を募集します。「ひこねお城大使」に選ばれた人
は、彦根の観光ＰＲや都市間交流行事に携わっていただくほか、
さまざまな公的行事に参加していただきます。
募集人員 ２人
応募資格 市内に在住・在勤の18歳以上の人（ただし、高校生は
除く）で、１年間、各種行事（約40回）にいつでも出務できる人
特　　典 ハワイ旅行
募集期間 ３月15日㈮～４月15日㈪（必着）
応募方法 所定の応募用紙（彦根観光協会事務所（いろは松前）、彦
根市観光案内所（彦根駅前）、 観光課（市役所３階）にあります）
に必要事項を書いて、全身写真（サービス判＝縦約12㎝×横約
９㎝）を添えて応募してください。
選 考 会 ４月27日㈯
応募・問い合わせ先 ㈳彦根観光協会内「ひこねお城大使」募集
係（〒522-0001 尾末町１-51）☎23-0001、FAX26-1919

ひこねお城大使ひこねお城大使
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収
集
の
申
し
込
み

▽
転
入
・
転
居
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
し
尿
収
集
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

生
活
環

境
課
ま
た
は
支
所
・
各
出
張
所
の
窓

口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
の
臨
時
収
集
は
、

原
則
と
し
て
毎
週
火
・
金
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
１
週

間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。）

収
集
の
中
止

▽
転
居
・
転
出
や
下
水
道
へ
の
接
続
な

ど
に
よ
り
、
し
尿
収
集
を
中
止
さ
れ

る
場
合
も
、
必
ず

生
活
環
境
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
最
終
く

み
と
り
が
必
要
な
場
合
は
、
少
な
く

と
も
１
週
間
前
ま
で
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

簡
易
水
洗
ト
イ
レ

に
つ
い
て

▽
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
に

改
修
さ
れ
た
場
合
、
収
集

料
金
の
算
出
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。
必
ず

生
活
環

境
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽
収
集
時
に
は
、
バ
ケ
ツ
１
杯
の
水
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
便
槽
の
上
や
周
囲
、
通
路
な
ど
に
、

収
集
の
妨
げ
に
な
る
も
の
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
便
槽
内
に
、
異
物
を
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
仮
設
ト
イ
レ
は
構
造
上
、
す
べ
て
を

き
れ
い
に
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▽
構
造
上
、
屋
内
か
ら
は
便
槽
の
状
況

が
確
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
外
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を

開
け
て
、
便
槽
の
状
況
を
確
認
し
て

か
ら
収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

１日㈪、８日㈪、15日㈪

日・曜日

３日㈬

４日㈭

２日㈫

５日㈮

９日㈫

10日㈬

12日㈮

11日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
４月前半

※４月から、一部の区域で収集順を変更します。収集予定日が３月までと大幅に異
なる場合もありますので、この表で確認くださるようお願いします。

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後することがありますが、ご了承くだ
さい。

１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

１０日㈬

１１日㈭

１２日㈮

和田、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、野田山、正法寺、
地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
芹、外、里根、幸、野田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松
田団地）
外、安清、里根、原（原町西団地）、西沼波（東部）、戸賀、小泉、
本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目
安清、芹川、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央（第
１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋二
丁目
山之脇、開出今蔵の町団地、八坂東団地、開出今団地（第１・３部）、
城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪
一丁目、中藪二丁目、中藪、西今（松田団地を除く）、八坂北
開出今団地（第１部）、後三条（下）、長曽根南、平田（大沢を除く）、
西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、肥田（西肥田）
後三条（下）、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、
三津屋、肥田（西肥田）
後三条（下）、中央（第２・３部）、平田（大沢を除く）、西今（松田団
地を除く）、宇尾、野瀬、須越、肥田（西肥田）
佐和、立花、元、尾末、開出今、須越、野瀬、上稲葉、下稲葉、
本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）
金亀、船、旭、大東、開出今、竹ケ鼻、須越、田附、新海、柳川、
上西川、下西川、金沢（林・中下）

４月前半
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1

8

12

17

20

26

21

23 24 25

22

18 19

13

14 15 16

9 10 11

2

6 7

3 4 5

タ

テ

の

か

ぎ

◯１
水
泳

◯２
赤
ち
ゃ
ん

◯３
ど
う
し
て
も
必
要

◯４
日
本
の
弦
楽
器

◯５
職
務

◯７
後
任
に
引
き
継
ぐ
こ
と
（
和
製
英
語
）

◯９
パ
キ
ス
タ
ン
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
さ
ま

れ
た
国
。
昔
は
天て

ん

竺じ
く

と
い
い
ま
し
た

◯10
か
ぐ
や
姫
の
ふ
る
さ
と

◯11
初
心
者
の
よ
り
ど
こ
ろ

◯13
東
京
都
港
区
に
あ
る
ラ
ク
ビ
ー
専
用
の
国
立

競
技
場

◯14
市
内
川
瀬
馬
場
町
に
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
名
称

◯16
一
度
花
を
咲
か
せ
た
木
が
、
季
節
は
ず
れ
に

再
び
花
を
つ
け
る
こ
と

◯17
夏
の
代
表
的
な
野
菜

◯18
芽
を
出
し
た
ば
か
り
の
蕨わ

ら
び

◯19
ネ
ズ
ミ
科
の
動
物

◯　21　
す
そ
が
長
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た
服

◯　22　
楽
器
の
種
類
な
ど
に
固
有
の
音
の
調
子

ヨ コ の か ぎ
◯１昨年の彦根駅に続いてエレベーターを設置（３月27日に
完成式を行う予定）する市内の駅
◯５合い言葉「○○」「かわ」
◯６ホームページアドレスなどで、
例えば「.com」は「○○○コ
ム」と読みます
◯７悪夢を食べるといわれる想像上の動物
◯８市の花「はなしょうぶ」などアヤメ科の植物の総称で、

教育委員会の進めるあいさつ運動の合い言葉
◯10枕草子の一節「冬は○○○○」
◯12タテ、ヨコ、ナナメいずれか一列の数字を消し終わると
「○○○！」と叫びます
◯13 鶏
にわとり

の肉を英語で
◯14⇔凶
◯15自分以外の人間
◯18競走馬に適した馬の品種
◯20学問の神として北野天満宮にまつられる
平安時代の貴族・学者
◯23⇔表
◯24中国の王朝のひとつ
◯25近畿地方の南部を占める、日本で一番大きな半島
◯26彦根城にあって、鐘の丸と廊下橋で結ばれている建物。
長浜城の大手門を移築したと伝えられます

問　題 下の「かぎ」を参考に右のマス目
を埋めてください。 の６文字を並べ替
えてできる言葉は何でしょう。
ヒント：

春の観光イベント

応募のきまり はがきに　①クイズの答え
【○○○○○○】、②住所、③氏名、④電
話番号、⑤「広報ひこね」の記事でよく
読むもの、その他「広報ひこね」に対す
るご意見・ご感想など を書いて、 情
報政策課広報係（〒522-8501）へ送って
ください。
応募期限 ４月５日㈮（当日の消印有効）
※正解者の中から、抽選で30人に図書券を
差し上げます。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってか
えます。
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荒

尾

力り
き

斗と

ち
ゃ
ん

10
か
月
・
西
今
町

吉

田

菜な

七な

ち
ゃ
ん

10
か
月
・
松
原
二
丁
目

保険証の色が変わります
彦根市国民健康保険

若　竹　色　　➡　　桃　色

クリーム色　　➡　　浅黄色（薄い水色）

４月１日㈪から、国民健康保険被保険者証（いわゆる保険証）の色が『桃色』
に、退職被保険者証（○退保険証）の色が『浅黄色（薄い水色）』に、それぞれ変わ
ります。
現在使われている『若竹色』および『クリーム色』の保険証は、３月31日㈰
までしか使うことができません。４月になりましたら、古い保険証は各自で処
分してください。
問い合わせ先 保険年金課☎22-1411（内線137）

4
月
か
ら
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無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
﹁
結
核
﹂

　
　
　
　
　
　
彦
根
保
健
所
　
保
健
婦
　
中
島
恵
理
子

 
◆
昔
の
病
気
で
は
な
い
結
核

皆
さ
ん
は
「
結
核
」
に
つ
い
て
ど

の
く
ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
昔

の
病
気
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

我
が
国
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

前
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
多
く
の
人

が
結
核
で
亡
く
な
り
、
結
核
は
国
民

病
と
呼
ば
れ
て
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
、
我
が
国
の
生

活
は
豊
か
に
な
り
、
有
効
な
薬
が
で

き
、
国
や
県
の
取
組
も
あ
っ
て
、
結

核
に
か
か
る
人
は
順
調
に
減
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
平
成
11
年
か
ら
３
年

連
続
で
結
核
患
者
の
数
が
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
43
年
ぶ
り
の
増
加
で
す
。

日
本
全
体
で
は
平
成
12
年
、
約
４
万

人
の
患
者
が
新
た
に
発
生
し
ま
し

た
。
彦
根
保
健
所
管
内
（
彦
根
市
・

犬
上
郡
・
愛
知
郡
）
で
は
平
成
７
年

以
後
、
毎
年
約
40
人
の
患
者
が
発
生

し
、
こ
の
数
字
は
横
ば
い
で
す
。

◆
感
染
と
発
症
の
し
く
み

結
核
は
’結
核
菌
‘
と
い
う
小
さ

な
菌
が
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
結

核
菌
は
、
結
核
患
者
が
咳
や
く
し
ゃ

み
を
し
た
と
き
に
飛
び
散
り
、
そ
れ

を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

な
お
、
症
状
が
軽
く
、
た
ん
の
中
に

菌
を
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ほ
か

の
人
に
う
つ
す
恐
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
結
核
に
感
染
し
て
も
、
普
通
は
免

疫
の
働
き
で
発
病
を
防
ぎ
ま
す
。
感

染
し
た
人
で
一
生
の
う
ち
に
発
病
す

る
の
は
、
10
人
に
１
人
ぐ
ら
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
て
１
年
か

ら
２
年
で
発
病
す
る
場
合
と
、
何
十

年
も
た
っ
て
、
か
ら
だ
が
弱
っ
て
い

る
と
き
に
、
眠
っ
て
い
た
結
核
菌
が

目
を
さ
ま
し
て
発
病
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
発
病
す
る
と
肺
は
炎
症
を

起
こ
し
、
と
き
に
は
肺
に
空
洞
が
で

き
て
、
菌
は
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
す
。

◆
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
…
抵

抗
力
の
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
す

る
と
、
命
に
か
か
わ
る
重
症
の
結

核
に
な
り
や
す
い
た
め
、
早
め
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
ふ
だ
ん
か
ら
定
期
の
結
核
健
康
診

断
を
…
き
ち
ん
と
健
診
を
受
け
て

い
れ
ば
、
万
一
結
核
を
発
病
し
て

も
早
い
段
階
で
分
か
り
ま
す
。

・
症
状
が
現
れ
た
ら
早
め
に
受
診
…

２
週
間
以
上
の
せ
き
や
微
熱
、
た

ん
が
止
ま
ら
な
い
な
ど
の
症
状
が

出
る
と
き
は
、
結
核
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
変
だ
な
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

結
核
は
う
つ
る
病
気
で
す
。
ま
た
、

過
去
の
病
気
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
自
身
の
問
題
と
し
て
、
予
防
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
来
月
の
テ
ー
マ
は
﹁
骨
粗
し
ょ
う
症
﹂

市立病院 問
い
合
わ
せ
先

市
立
病
院
医
事
課
☎
◯　22　
６
０
５
０
番
内
線
１
２
３
番

新しい診察券
表面の上部は紫色

現在の診察券
表面の上部は緑色

診察券の大きさや

材質は、現在のも

のと変わりません

市
立
病
院
で
は
、
７
月
の
開
院
を
目
指
し
て
移
転
新
築
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
た
な
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
の
に
伴
い
、
現
在
の
診
察
券
を
新
し
く
磁
気
化
し
た
診

察
券
に
交
換
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
次
の
と
お
り
診
察

券
の
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時

４
月
１
日
㈪
〜
同
12
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

市
立
病
院
１
階
　
総
合
案
内
横
特
設
カ
ウ
ン
タ
ー

※
４
月
15
日
㈪
以
降
は
、医
事
課
窓
口
で
随
時
交
換
し
ま
す
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

現
在
ご
使
用
の
診
察
券
（
表
面
の

上
半
分
が
緑
色
の
も
の
）、
保
険
証
類



彦根城域には、染
そめ

井
い

吉
よし

野
の

を中心に1,300本余りの桜が植
えられています。国宝の天守を背景に、これらの桜が彩り
を競い合う様は見逃せない景色といえるでしょう。
桜まつりの期間中、桜場駐車場周辺では、ライトアップ
された夜桜見物もお楽しみいただけます。（ライトアップは、
日没から21：30まで。）城内を桜色に染める花々が、ぼん
ぼりの明かりに映える風情は格別です。
彦根城と桜の競演に、お友達、ご家族連れでぜひお出か
けください。

*交通規制（車両通行止め）のお知らせ *

桜の時期、彦根城には市内外から多くの見物客があり、
混雑が予想されます。事故防止のため、城内で交通規制
（車両通行止め）を実施します。ご協力をお願いします。
規制区間 ○元二の丸派出所～黒門前

期間中毎日　　　　　9：00～22：00
○いろは松～彦根東高校前
期間中の土・日曜日　9：00～18：00

※金亀公園内の施設（野球場、テニスコートなど）を利用
する場合も通り抜けできません。ご注意ください。

お　　願　　い

夜桜見物のために早朝や昼間からロープや敷物などで

場所取りをすることは、他の花見客にたいへん迷惑にな

ります。だれもが気持ちよく花見を楽しめるよう、こう

した事前の場所取りはご遠慮ください。

また、火災防止のため、城内でのたき火は禁止されて

います。交通規制と併せてご協力をお願いします。

ご城下にぎわい市

日　　時 3月21日㈷～4月21日㈰（期間中無休）の
9：00～17：00

場　　所 金亀児童公園
「桜まつり」に彦根城へお出かけのときは、ぜひお立ち寄
りください。彦根ならではの「食」や特産品を一堂に集め
て展示販売する、文字通りにぎやかな市です。
問い合わせ先 ㈳彦根観光協会☎23-0001
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表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

家族そろって玄宮園を訪れた鶴川内さん

表
紙
の
こ
と
ば

鶴つ
る

川か
わ

内う
ち

幸ゆ
き

美み

さ
ん
︵
愛
知
県
半
田
市
︶

彦
根
に
来
た
の
は
10
年
ぶ
り
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。
長
女
の
さ
な
み
が
１
歳
で
、

み
な
み
と
な
な
み
は
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
昔
の
ア
ル
バ
ム
を
見
て
妹
た
ち

が
「
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
け
ず
る
い
」
と
怒
る

の
で
気
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
う
や

く
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
城
が
好
き
で
、
あ
ち

こ
ち
の
お
城
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

国
宝
の
天
守
を
持
つ
彦
根
城
は
さ
す
が
に

風
格
を
感
じ
ま
す
。

玄
宮
園
は
今
回
が
初
め
て
で
す
が
、
さ

す
が
贅ぜ

い

を
つ
く
し
た
大
名
庭
園
、
そ
の
美

し
さ
に
感
激
で
す
。
し
か
し
、
何
と
な
く

違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
池
に
水
が
な
い

せ
い
で
す
。
ふ
だ
ん
は
水
を
た
た
え
て
い

る
と
聞
い
て
納
得
し
ま
し
た
。
め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い
珍
し
い
光
景
が
見
ら
れ
て
喜

ん
で
い
ま
す
が
、
今
度
は
水
の
あ
る
玄
宮

園
を
見
に
来
た
い
で
す
ね
。

インターネットで彦根城の桜開花状況速報
http://www.hikoneshi.com

《３月下旬から、桜が散るまで随時更新の予定です。》 

 4月1日㈪～同21日㈰
　桜の開花状況に合わせて、期間　（は変更されることがあります。）

梅の開花に合わせて、３月後半の
土・日曜日には彦根城梅林において
笹酒（地酒）と梅昆布茶の無料サー
ビスを行います。

梅林の一部では文化財の発掘調査
を行っており、ご迷惑をおかけしま
すが、あらかじめご了承ください。

観光課☎22-1411（内線333）


